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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期連結
累計期間

第74期
第２四半期連結
累計期間

第73期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 5,032,323 3,644,339 12,219,238

経常利益 （千円） 223,958 38,998 1,261,772

親会社株主に帰属する四半期(当

期）純利益
（千円） 132,647 6,321 798,883

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △39,305 139,674 678,366

純資産額 （千円） 7,976,796 8,666,170 8,694,467

総資産額 （千円） 12,816,535 12,638,241 13,481,959

１株当たり四半期(当期）純利益

金額
（円） 19.18 0.98 119.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.3 66.2 62.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 356,476 1,234,896 95,889

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 22,773 61,050 11,637

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △682,523 △185,591 △849,892

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,744,800 4,420,519 3,310,113

 

回次
第73期

第２四半期連結
会計期間

第74期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 29.11 14.42

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に個人消費も持ち

直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移して参りました。一方、海外経済におきましては米国の経

済・金融政策の動向や北朝鮮問題の懸念など先行きが不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループでは海外メーカーから仕入れたコンパクト且つ高性能の使いやすい商品ライ

ンナップを増やすとともに、多品種少量生産向けの新型機を投入する等、オリジナル機の受注拡大に注力して参り

ました。また、人手不足に対応できる設備提案等も積極的に行って参りました。売上高につきましては、一部大口

案件の検収が第３四半期以降にずれ込んだことと、前年同期は大口の売上計上があった影響で前年同期比1,387百

万円減少いたしました。損益面におきましては、売上高総利益率が原価低減努力により前年同期比3.9ポイント改

善しましたが、減収に伴い売上総利益が148百万円減少したことに加え、人件費やサービス費、減価償却費の増加

により販売費及び一般管理費が増加した結果、営業利益以下の各段階利益も減益となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,644百万円（前年同期比27.6％減）、売上総利益は911

百万円（同14.0％減）、営業利益は7百万円（同96.9％減）、経常利益は38百万円（同82.6％減）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は6百万円（同95.2％減）となりました。

 

報告セグメントに基づく各事業別の概況は以下の通りであります。

①産業用機械事業

当セグメントにおきましては、売上高全体では3,362百万円（前年同期比29.2％減）でありました。このうち、

部品が693百万円（同64.0％増）、検査装置が285百万円（同43.7％増）と好調に推移いたしましたが、包装機は

790百万円（同4.2％減）、充填機は705百万円（同27.8％減）、改造・調整・修理は583百万円（同10.1％減）、一

連ラインは230百万円（同83.2％減）と減少しました。

②工業用ダイヤモンド事業

当セグメントにおきましては、売上高246百万円（前年同期比1.3％増）となりました。内訳では、人造ダイヤ

152百万円（同8.1％増）、原石47百万円（同21.4％減）、パウダー39百万円（同6.3％増）となっております。

③その他

その他は、主に坐薬用包装資材の販売で売上高35百万円（前年同期比15.1％減）であります。

 

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比843百万円減少し、12,638百万円となりました。

これは主として現金及び預金が1,110百万円、仕掛品が408百万円、投資有価証券が163百万円増加する一方で、受

取手形及び売掛金、電子記録債権が合計で2,354百万円、長期預金が101百万円それぞれ減少したことによるもので

す。負債につきましては、前連結会計年度末比815百万円減少し、3,972百万円となりました。これは主として前受

金が141百万円増加する一方で、支払手形及び買掛金、電子記録債務が合計で729百万円、未払法人税等が65百万円

それぞれ減少したことによるものです。純資産は、主としてその他有価証券評価差額金が106百万円増加、配当金

の支払いが161百万円あったことにより、8,666百万円となり前連結会計年度末比28百万円の減少となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は4,420百万円となり、前連

結会計年度末より1,110百万円増加となりました。主な要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は1,234百万円（前年同期比246.4％増）となりました。これは主に仕入債務の減

少730百万円、たな卸資産の増加395百万円等により減少したものの、税金等調整前四半期純利益46百万円に加え、

売上債権の減少2,354百万円等により増加したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、獲得した資金は61百万円（前年同期比168.1％増）となりました。これは主に定期預金の預入

による支出70百万円、有形固定資産の取得による支出49百万円等により減少したものの、定期預金の払戻による収

入172百万円等により増加したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は185百万円（前年同期比72.8％減）となりました。これは主に配当金の支払額

159百万円等により減少したものであります。

 

（４）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は928千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 7,620,320 7,620,320
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)
単元株式数100株

計 7,620,320 7,620,320 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 7,620,320 － 669,700 － 695,975
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（６）【大株主の状況】

  （平成29年９月30日現在）

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＭＴＣ社員持株会 大阪市北区西天満１丁目２－５ 450 5.9

有限会社エム・ティ・シー開発 兵庫県芦屋市船戸町１２－７ 393 5.2

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 322 4.2

ミューチュアル取引先持株会 大阪市北区西天満１丁目２－５ 281 3.7

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 264 3.5

三浦　隆 兵庫県芦屋市 205 2.7

三浦　雅子 兵庫県芦屋市 199 2.6

豊田　容梨子 兵庫県西宮市 174 2.3

森崎　真規子 大阪府大阪市 173 2.3

三浦　浩一 兵庫県西宮市 151 2.0

計 － 2,615 34.3

（注）　上記のほか、自己株式が1,168千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（平成29年９月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,168,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,441,000 64,410 －

単元未満株式 普通株式    11,020 － －

発行済株式総数 普通株式 7,620,320 － －

総株主の議決権 － 64,410 －

 

②【自己株式等】

（平成29年９月30日現在）
 

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ミューチュアル
大阪市北区西天満

１丁目２－５
1,168,300 － 1,168,300 15.3

計 － 1,168,300 － 1,168,300 15.3

（注）　当第２四半期会計期間末の自己株式数は、1,168,345株となっております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,394,013 4,504,119

受取手形及び売掛金 3,831,869 ※ 2,019,434

電子記録債権 844,100 ※ 302,019

有価証券 2,823 4,207

商品及び製品 74,787 63,198

仕掛品 1,241,748 1,650,455

原材料 90,823 90,036

前渡金 159,340 135,105

繰延税金資産 141,687 142,004

その他 117,024 83,425

貸倒引当金 △4,154 △1,684

流動資産合計 9,894,064 8,992,323

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 568,186 550,362

土地 668,904 666,563

その他（純額） 173,211 195,812

有形固定資産合計 1,410,302 1,412,738

無形固定資産   

その他 32,019 30,279

無形固定資産合計 32,019 30,279

投資その他の資産   

投資有価証券 1,537,962 1,701,712

長期預金 101,500 －

その他 506,345 501,421

貸倒引当金 △236 △234

投資その他の資産合計 2,145,572 2,202,899

固定資産合計 3,587,895 3,645,918

資産合計 13,481,959 12,638,241
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,453,598 1,887,454

電子記録債務 785,099 621,465

短期借入金 120,640 104,480

1年内返済予定の長期借入金 3,324 3,324

未払法人税等 95,313 29,438

前受金 530,139 671,581

賞与引当金 117,956 104,083

その他 323,477 161,200

流動負債合計 4,429,548 3,583,027

固定負債   

長期借入金 3,075 1,413

退職給付に係る負債 23,545 22,734

役員退職慰労引当金 82,806 70,760

その他 248,515 294,135

固定負債合計 357,942 389,043

負債合計 4,787,491 3,972,071

純資産の部   

株主資本   

資本金 669,700 669,700

資本剰余金 695,975 695,975

利益剰余金 7,276,392 7,121,414

自己株式 △769,493 △769,493

株主資本合計 7,872,574 7,717,596

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 534,870 641,324

繰延ヘッジ損益 △186 2,781

為替換算調整勘定 710 540

その他の包括利益累計額合計 535,395 644,646

非支配株主持分 286,498 303,928

純資産合計 8,694,467 8,666,170

負債純資産合計 13,481,959 12,638,241
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 5,032,323 3,644,339

売上原価 3,971,968 2,732,731

売上総利益 1,060,355 911,607

販売費及び一般管理費 ※ 825,027 ※ 904,331

営業利益 235,327 7,275

営業外収益   

受取利息 5,359 5,813

受取配当金 13,766 13,400

為替差益 － 4,589

その他 5,192 9,778

営業外収益合計 24,317 33,582

営業外費用   

支払利息 1,399 1,072

為替差損 8,256 －

投資有価証券評価損 5,435 －

自己株式取得費用 20,272 －

その他 323 786

営業外費用合計 35,687 1,859

経常利益 223,958 38,998

特別利益   

固定資産売却益 － 7,743

特別利益合計 － 7,743

税金等調整前四半期純利益 223,958 46,741

法人税、住民税及び事業税 78,050 17,651

法人税等調整額 3,900 808

法人税等合計 81,951 18,460

四半期純利益 142,006 28,281

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,358 21,960

親会社株主に帰属する四半期純利益 132,647 6,321
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 142,006 28,281

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △199,907 108,595

繰延ヘッジ損益 19,309 2,967

為替換算調整勘定 △714 △170

その他の包括利益合計 △181,311 111,393

四半期包括利益 △39,305 139,674

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △46,376 115,572

非支配株主に係る四半期包括利益 7,070 24,102
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 223,958 46,741

減価償却費 30,608 46,746

貸倒引当金の増減額（△は減少） 244 △2,472

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,306 △13,872

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,493 △820

受取利息及び受取配当金 △19,125 △19,214

支払利息 1,399 1,072

売上債権の増減額（△は増加） 1,755,720 2,354,536

前受金の増減額（△は減少） △483,489 141,017

たな卸資産の増減額（△は増加） △214,049 △395,444

仕入債務の増減額（△は減少） △874,735 △730,336

前渡金の増減額（△は増加） 174,210 24,375

その他 △61,572 △225,182

小計 541,981 1,227,147

利息及び配当金の受取額 15,658 15,492

利息の支払額 △1,399 △1,072

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △199,764 △6,671

営業活動によるキャッシュ・フロー 356,476 1,234,896

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △70,700 △70,700

定期預金の払戻による収入 172,500 172,500

有価証券の取得による支出 △1,147 △1,341

有形固定資産の取得による支出 △24,423 △49,866

無形固定資産の取得による支出 △23,294 △1,829

投資有価証券の取得による支出 △8,660 △6,073

その他 △21,499 18,361

投資活動によるキャッシュ・フロー 22,773 61,050

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 25,000 △16,760

長期借入金の返済による支出 △1,662 △1,662

配当金の支払額 △177,327 △159,881

非支配株主への配当金の支払額 △350 △6,672

自己株式の取得による支出 △527,272 －

その他 △911 △616

財務活動によるキャッシュ・フロー △682,523 △185,591

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,002 51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △312,275 1,110,405

現金及び現金同等物の期首残高 4,057,076 3,310,113

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,744,800 ※ 4,420,519
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形

電子記録債権

－千円

－

9,341千円

102,813

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

給与手当等 203,739千円 222,325千円

賞与引当金繰入額 48,961 52,206

退職給付費用 4,684 5,810

役員退職慰労引当金繰入額 2,321 2,320

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金 3,827,200千円 4,504,119千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △82,400 △83,600

現金及び現金同等物 3,744,800 4,420,519
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 177,549 25.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成28年６月29日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用

される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、自己株式の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が507,000千円増加し、自己株式は769,493千円となって

おります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 161,299 25.0 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
産業用機械
事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,747,657 242,992 4,990,649 41,673 5,032,323 － 5,032,323

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 4,747,657 242,992 4,990,649 41,673 5,032,323 － 5,032,323

セグメント利益 498,459 24,669 523,129 5,143 528,272 △292,944 235,327

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△292,944千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
産業用機械
事業

工業用ダ
イヤモン
ド事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 3,362,897 246,066 3,608,963 35,375 3,644,339 － 3,644,339

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 3,362,897 246,066 3,608,963 35,375 3,644,339 － 3,644,339

セグメント利益 261,815 23,506 285,322 5,440 290,762 △283,487 7,275

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、坐薬用包装資材等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△283,487千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 19円18銭 0円98銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 132,647 6,321

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
132,647 6,321

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,916 6,451

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月８日

株式会社ミューチュアル

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 千﨑　育利　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松嶋　康介　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミュー

チュアルの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日か

ら平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミューチュアル及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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